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ネッ クーク カメラ 

設置説明書 

お買い上げいただをありびとラございまず。 

お客様へ 

本製品の取0付けには、確実な作業び必要になります。 

必ず、販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取0 
付けを行ってください。 


个玻化 I 電気製品は、安全のための注意事項を守5ないと、火災 
I 一一 ° 1や人身事故になることびあります。 

この設置説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0 
扱いかたをおしています。この設置説明書をよくお読みのラえ、製品 
を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでち見5れる 
ところに必ず保管してください。 

■ 口 ELA 
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お問い合わせは 

r ソニー業務用商品相談窓□のご案内」にある窓□へ 

ソニー 株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 

http://www.sony.co.jp/ 


ま全のために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製 
品は、まちびった使いかたをずると、火災や感電などにより死亡や大 
けびなど人身事故につなびることびあり、危険です。事故を防ぐため 
に次のことを必ずお守0 ください。 

• ま全のためのを意事項を守る。 

• 故障したり破損した5使わずに、ソニーのサービス窓□に相談する。 


警告表示の意味 

ま意を促ず記号 

この設置説明書および製品では、次の 

座 A 

よつな表术をしてし^ます。表术の内容 

をよ < 理解してか5本艾をお読みくだ 

乂災 感電 

さい。 

行為を禁止する記号 

0 ® 

A 警告 

この表示のま意事項を守5ないと、火災 

禁止 分解禁止 

や感電などにより死亡や大けびなど人身 


事故につながることがあ0ます。 


IA 注意 I 

めれ手禁止 

この表示のま意事項を守5ないと、感電 

巧為を指示ずる記号 

やその他の事故によりけびをしたり周辺 

〇 

の物品に損喜を与えたりすることびあり 

ます。 

指示 


陌 


ルが 



下記のを意を守5なぃと、5*£災や感電* 
落下により巧亡や大け机こつなびるこ 
とびあります。 


指定された電源電圧で使用する 

〇 指定されたちのと異なる電源電圧で使用すると、火災や感 
電の原因となります。 

指示 


設置は専門の工事業者に依頼する 

〇 設置については、必ずお買い上げ店またはソニーの業務用 
商品相談窓□にご相談ください。 

指示 壁面や天井など高所への設置は、本機と取0付け金具を含 

む重量に充分耐え5れる強度びあることをお確かめの上、 
確実に取り付けてください。充分な強度がないと、落下し 
て大けがの原因となります。 

また、]年に一度は、取り付けびゆるんでいないことを点 
検してください。また、使用状況に応じて、点検の間隔を 
短くしてください。 


製品の設置は充分な強度のある場所に取り付ける 

〇 強度の不充分な場所に設置すると、落下、転倒などにより、 

けびの原因となります。 

指示 


機器や部品の取り付けは正しく行ラ 

〇 機器や部品の取0付け方や、本機の分離•合体のちまを誤 
ると、本機や部品が落下して、けがの原因となることがあ 
指示 ります。 

設置説明書に記載されている方法に従って、確実に行って 
<ださい。 


不安定な場所に設置しない 

0 次のよラな場所に設置すると倒れたり落ちた0して、けび 
の原因になることびあります。 

禁止 • ぐ5ついた台の上 
• 傾いたところ 
• 振動や衝擊のかかるところ 

また、設置•取り付け場所の強度を充分にお確かめくださ 
し、。 



下記のミ主意事項を守 5 ないと、けびをしたり周辺 
の物品に損害を与えたりずることがありまず。 


分解や改造をしない 

® 分解や改造をすると、火災や感電、けびの原因となることびあ 

ります。 

分解禁止内部の点検や修理は、お買い上げ店またはソニーの業務巧商品 
相談窓□にご依頼くださし、。 


熱器具の近くには置かない 

0 変形したり、故障した0するだけでなく、レンズの特性によ0 
火災の原因となることびあります。特に、窓際に置くとをなど 
禁止 はごミ主意ください。 


内部に水や異物を入れない 


0 

禁止 


水:や異物び入ると、火災の原因とな0ます。 

万一、水や異物び入ったときは、すぐに本機げ接続されている 
電源供給機器の電源コードや DC 電源コード、本機の接続ケー 
ブルを抜いて、お買い上げ店またはソニーの業務巧商品相 i 炎窓 
□にご相談くださし、。 


電源コードや接続ケーブルを傷つけない 


0 

禁止 


電源コードや接続ケーブルを傷つけると、火災や感電の原因と 
なります。 

• 電源コードを加工した0、傷つけた0しない 
• 電源コードに重い物をのせた0、引っ張ったりしない 
• 電源コードを熱器具に近づけたり、加熱したりしない 
• 電源コードを巧くとをは、必ずプラグを持って巧く 


めれた手で電源プラグをさね5ない 


めれ手禁止 


城れた手で電源プラグを巧さ差しすると、感電の原因となるこ 
とびあります。 


接続の際は電源を切る 


〇 

} 日で 


電源コードや接続ケーブルを接続するとさは、電源を切って< 
ださし、。 

感電や故障の原因となることびあります。 


移動の際は電源コードや接続ケーブルを抜く 

〇 ケーブル類を接続したまま本機を移動させると、ケーブルに傷 

びついて火災や感電の原因となることびあります。 

指示 


• ネットワークカ;<ラを使用することにより、インターネットを通じて 
容易に力;<ラ映像にアクセスすることびできます。一方で第兰者によ 
りネットワークを通じてモニタ U ング画像および音声を閱賣、使巧等 
される可能性びあります。ネットワークカ;<ラの設置およびご利用に 
ついては、被写体のプライバシー、肖像権などを考慮のラえ、お客様 
の責任で巧って < ださし、。 

• ネットワークカ;<ラへのアクセス権限は、ユーヴー名およびパスワー 
ドを設定することにより行われます。それし: LL の力方ラによる認証作 
業は行われません。 

• 諸事情による本ネットワークカ方ラに関連するサービスの停止、中断 
について、ソニーは一切の責任を負いません。 

• 必ず事前に記録テストを行い、正常に記録されていることを確認して 
ください。本機や記録;<ディア、外部ストレージなどを使用中、万一 
これ5の不具合により記録されなかった場合の記録内容の補償につい 
ては、ご容赦ください。 

• お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。故障その他に伴 
ラ営業上の機会損失等は保証期間中および保証期間経過後にかかわ5 
ず、補償はいたしかねますのでご了承ください。 

• 本製品の使用によりデータび消失した場合でも、データの保証は一切 
いたしかねます。 


特長 


本機は、 V 3 型 CCD ( SNC - DF 8 己 N)、SuperExwave tm CCD sensor 1/ 
3 型 CCD ( SNC - DF 80 N ) を探用したネットワークカメラです。本機の特長 
は次のとおりです。 

• 高感度 

• 白黒/カラー切0換えのできるデイ/ナイト機能 
• ホワイトバランスの自動追尾で式 ( ATW / ATW - PRO/Dual W 巨 （ SNC - 
DF 85 N のみ））を搭載 

• カメラ設置後に撮影方向(パン、チルト、画面の傾さ)を手動調整可能 
• 才ートアイ U ス付きバ U フォーカルレンズ搭載(焦点距離 f =2. 8〜10 
mm (3. 6倍)） 

• 高性能 CCD / ク U アドームカバーの採用によ0高感度を実現 
• 中央重点測光による逆光補正ほ NC - DF 80 N ) 

• DynaView による広いダイナミックレンジ （128 倍） （ SNC - DF 85 N ) 

• AC 24 V/DC 12 V / P 0 E 対応 

• JPEG / MPEG 4/ H .264 の3つの映像圧縮で式（ビデオ]—デック）を探巧 
• シングル コー デック、デュアル コー デックの動作モードを選択可能 

• 1台の力^ラ画儘を2日人までのユーヴーび同時に開賣可能 
• カメラの高画質ライブ画像を最大毎秒30フレームでモニタリング可能 
• 日付/時刻を画像にスーパーインポーズすることび可能 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議芸 ( VCCI ) の基準に 
基づくクラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電 
波妨害を引き起こすことびあります。この場合には使用をび適切な巧策 
を講ずるよラ要求されることがあ0ます。 


巧証書とアフターサービス 


保証書 

この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際にお受け取り 
<ださし、。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてくださ 
い。 

アフターサービス 


調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう一度ご賣になってお調べください。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、またはおおくのソニー業務巧商品相談窓□にご相談くださ 
し、。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保罰書をご 
覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場含は、ご要望により有料修理させていただ 
さます。 


ほ用上のごを意 


使用-保管場所について 

非常に明るい被写体(照明や太陽など)を長時間にわたって撮影しないで < だ 
さい。また、次のよラな場所での使用および保管は避けてください。故障の 
原因とな0ます。 

• 極端に暑いところや寒いところ(使用温度は一10む〜+日日で） 

• 暖房器具のお< 

• 強い磁気を発するわののお< 

• 強力な電波を発するテレビやラジオの送信所の近く 
• 強い振動や衝撃のあるところ 
• ほこ0の多いところ 
• 堂光灯や窓の反射の影響を受けるところ 
• 不安定な照明の下（フ U ツカーを起こします。） 


放熱について 

動作中は巧などで包まないでください。内部の温度び上びり、故障や事故の 
原因とな0ます。 


輸送について 

輸送するとさは、付属の力ートンとクッション、または同等品でお包し、強 
し、衝撃を与えないようにしてください。 

お手入れについて 

• レンズの表面に付着したごみやほこりは、ブ□アーで払ってください。 

• 外装の巧れは、乾いたやわ5かい巧で軽く拭を取ってください。ミちれび 
ひどいとさは、中性洗剤溶液をかし含ませた巧で'汚れを拭き取ったあ 
と、か5ぶさして<ださし、。 

• アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤など揮発性のわのをかける 
と、表面の仕上げをいためたり、表示び消えたりすることびあります。 

カメラを屋夕りこ取り付けるとき 

力^ラ本体とドームケースをしっかり取り付けてください。 

カメラ本体に雨などび入5ないよラに、シ ー U ング材(シリコンシーラントな 
ど)で次の場所を密閉してください。 

• 力方ラ取り付け用ネジ巧 (4 か所） 

• 接続□(本体ケースの側面と底面） 


寒を地での使用について （ YT - HU 75 使用時） 

環境によっては、ドームカバーに付着した雪や霜を解凍出来ない場合びあり 
ます。 


異常や不具をび起きたときは、お買い上げ店またはソニー業務用商品相談窓 
□にお問い合わせください。 


レーザービームについてのごま意 

レー ヴービームは CCD に損傷を与えることびあります。 レー ヴービーム 
を使巧した撮影環境では、 CCD 表面にレーヴービームび照射されないよ 
ラに充分を意してください。 


CCD 特有の現象 


撮影画面に出る下記の現象は、 CCD(Charge Coupled Device ) 特有の現 
象で、故障ではありません。 

白点 

CCD 撮像素テは非常に精密な技術で作られていますび、宇宙線などの影響に 
よ0、まれに画面上に微ルな白点び発生する場含びあります。 

これは CCD 撮像素テの原理に起因するもので故障ではあ0ません。 

また、下記の場合、白点び見えやすくなります。 

-高温の環境で使巧するとさ 
-ゲイン(感度)を上げたとき 


スジ現象 

強いスポット光やフラッシュ光などを撮影したときに、画面上に縦線や画乱 
れび発生することびあります。 


モニター画面’ 

去 


縦に薄く尾を引い 
たよラな画像にな 
る 

高輝度の被写体 
(強いスポット 
光、強い反射 
光、フラッシュ 
光、太陽など） 


巧り返しひずみ 

細かい模様、線などを撮影すると、ぎざぎざやち5つさび見えることびあり 
ます。 


付属の説巧書について 


CD - ROM マニュアルの使いかた 


付属の CD - ROM には、本機のユーヴーガイド（日本語、英語、フランス語、 
ドイツ語、スペイン語、イタリア語、中国語)び PDF あ式で記録されてし、ま 
す。 


準備 

付属の CD - ROM に収録されているユーヴーガイドを使用するためには、料 
下のソフトウェアびコンピューターにインストールされている必要びありま 
す。 

Adobe Reader 6.0 L 处上 

Adobe Reader ■びインス!''ールされていない場含は、次の URL か5ダウン 
□ー ドでさます。 

http :// www . adobe . co . jp / products / acrobat / readstep 2 .html 

マニュアルを 読む には 
1 CD - ROM を CD - ROM ドライブに入れる。 

表紙ページび自動的に Web ブラウヴで表示されます。 

Web ブラウヴで自動的に表示されないとさは、 CD - ROM に入ってし、 
る index . htm ファイルをダブルク U ックしてください。 

2 読みたいマニュアルを選択してクリックずる。 

マニュアルの PDF ファイルげ開をます。 

「目次」の各項目をクリツクすると、その見出しのページび表示されま 
す。 


- Adobe Read がのバージョンによってファイルが正しく表示されなしにとが 
あります。 

-「準備」の項の URL より最新のソフトウエアをダウン□-ドしてお使いくださ 
い。 

- CD - ROM び破損または紛失したため、新しい CD - ROM をご蒂望の場合は、 
ソニーのサービス担当者にご依頼 < ださい(有料)。 


Adobe , Acrobat および Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (ア 
ドビシステムズ社）の商標です。 


さ部の名称と働き 


図は、ドームケースとスリツトカバーをはずした状態です。 


側面 


凸 


〇オーディオケープル (付属） 

長いケーブルをライン出力端子、短いケーブルをマイク入力端テと 
して使用します。 

〇 I/O 从 出力)ケープル (付属） 

1系統のセンサー入力、2系統のアラーム出力を備えています。 

各ワイヤーは次の信号に対応しています。 


ワイヤーの色 

る称 

赤 

センサー入力+ 

白 

センサー入力一 ( GND ) 

黒 

アラーム出力1+ 

黄 

アラーム出力1一 

茶 

アラーム出力2 + 

緑 

アラーム出力2— 


♦を機能や設定について詳しくは、付属の CD - ROM に収録されているユー 
ヴーガイドをご覧<ださい。 

♦配線については「1/0ケープルの接続」をご覧ください。 

0 カメラへッド}甲え 
〇レンズ 

@ AC 24 V / DC 12 V (電源入力）ケープル 

AC 24 V または DC 12 V の電源供給装置へ接続します。 

ケーブル先端のコネクターチップに延長用ケーブルをネジ止めでを 
ます。 

〇 BNC ケープル 

本機か5の映像をコンポジット信号として出力します。 

〇接続 IIKnptsa ) 

パイプを接続します。接続□は力;<ラ本体の底面と側面にありま 
す。出荷時は側面の接続□にカバーび付いています。必要に応じて 
カバーをはずし、パイプを取0付けてください。 

0 レンズリング固定ネジ 

ネジをゆるめてか5ズームとフォーカスを調整し、そのあと締めて 
固定します。ネジは3か所に付け誓えることびでさます。 

〇ズームリング 

撮影範囲(ズーム)を調整します。 

⑩ フオーカスリング 

フオーカスを調整します。 


内面 


回 


0 HEATER (ヒーターユニット)接続端モ 

別売のヒーターユニット丫 T - HU 7 日のケーブルを接続します。 

の カメラヘッド固定ネジ 

ネジをゆるめてか5力^ラへッドを撮影したいち向に向け、そのあ 
と締めて固定します。 

⑩ MONITOR (モニター）出力端モ 

モニターの映像入力端テと接続します。力^ラおよびレンズの調整 
を行ラとき、本機で撮っている画像をモニター画面上で見ることび 
でさます。力方ラを設置した5、ケーブルをはずして<ださし、。 

の CF 力ードス□ット 

市販の CF メモ U —力ードを装着することびでさます。 CF メモ U — 
力ードは、表面(▲のある面)を内側にして、最後まで押し込んで確 
実に装着して<ださい。 （因） 

® CF 力ードレバー 

CF カードス□ットに装着された CF メモ U —カードを抜くときに使 
用します。 

の M に/ SP (マイク/スピーカー）端モ 

付属のオーディオケーブルを接続します。 

の EXT CTRL (外部人出力)端モ 
付属の I / O ケーブルを接続します。 

⑩ AC/DC IN (電源入力)端モ 

AC 24 V / DC 12 V ケーブルを接続します。 

⑩ VIDEO OUT (映像出力)端子 
BNC ケーブルを接続します。 

⑩ LAN ポート （ RJ 45) 

ネットワークケーブル （ UTP 、 カテゴ U —己）を使巧してネットワー 
ク (10 BASE - T /1 00 BASE - TX ) に接続します。 

⑩ カメラ本体 

アル S ダイカスト製です。 

© カメラ取り付け用ネジ巧 (4 か巧） 

取0付ける際、取り付けネジはしっかり締めて<ださし、。 

© リセットスイッチ 

先の細い物で、このスイッチを押しなび5電源を供給すると、工場 
出荷時の設定に戻りまず。 

の POWER (パワ ー） インジケーター(緑） 

力^ラに電源び供給されると、力方ラ内部でシステムチェックを行 
います。正常の場合はこのインジケーターび点灯します。 

© LAN インジケーター(緑） 

ネットワークに接続されているときは緑色に点滅します。 

ネットワークに接続されていないときは消灯しています。 

⑩ ケーブル留め (2 か巧） 

巨 NC ケーブル、 AC 24 V / DC 12 V ケーブル、 I / O ケーブル、オーディ 
オケーブル、ネットワークケーブルを留めます。 

© 脱落防止コード 

ドームケースを開けたときにカメラ本体からドームケースび脱落す 
るのを防ざます。コードが、ドームケースと力方ラ本体の間にはさ 
ま5ないよラにミ主意してください。コードを回して、ドームケース 
をカメラ本体に取り付けるときの位置を調整してください。 

⑩ ドームケース 

ドームカバーはポリカーボネート製です。本体との接合部には防水 
用ゴムび付いています。 


カメラの映像を見る 


この設置説明書にしたびって力ラを正しく設置、接続したあと、付属の 
CD-ROM に収録されているユーヴーガイドをご覧になって操作してくだ 
さい。 


(裏面へ続 <) 


指定された電源コードや接続ケーブルを使う 

〇 設置説明書に記されている電源コードや接続ケーブルを使 
わないと、火災や故障の原因となることびあります。 

指示 


設置や配線工事のときに屋内配線や屋内配管を傷つ 
けないよう気をつける 

〇 特に壁に巧を開けたり、電源コードやケーブルを固定した 

りするときは充分に気をつけてください。屋内配線や屋内 
指示 配管の傷は、火災や感電、漏電の原因となります。 


電源コードやケーブルを窓やドアにはさみ込まない 


〇 


コードやケーブルび傷つ<と、ショートによる火災や感電 
の原因とな0ます。 




























本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 


*1 ヒータユニット丫 T - HU 75 使用時 
開始温度一10で〜十日0で 
動作温度 一40で〜+50で 


別売アクセサリー 

天井埋め込み金具 YT - に巨4日 
ヒーターユニット YT - HU 75 


その他 

電源電圧 DC 12 V +10% 

AC 24 V +10%. 50/60 Hz 
PoE 

消費電力 最大 1 日 W 、 最大22 W ( YT - HU 7 日（別売)使用時） 

使用温度 一ぶで〜+己〇で* 1 

保存温度 一20 で〜+ 60で 

動作湿度 20%〜80% (結露無きこと） 

保を湿度 20%〜9己％ 

がお寸法(直径/高さ）四 

177.5 mmxi 41.5 mm . 突起部含まず 
質量 約 1.9 kg 、 ケーブル含まず 

付属品 CD - ROM (ユーヴーガイド、付属プ n グラム）（1)、 

ブラケット（1)、テンプレート（1)、ワイヤー n —プ 
(1)、本体取り付けネジ(4)、段付きネジ M 4(1)、 レン 
チ（1)、オーディオケーブル（1)、 I / O ケーブル（1)、設 
置説明書 （1) 


インターフェース 

LAN ポート 10巨 ASE - T /1 00目 ASE - TX 、 才ートネゴシエーション （ RJ - 

45) 

I / O ポート センヴー入力： X 1、 MAKE 接点、巨 REAK 接点 

アラーム出力 ：X 2(最大 AC/DC 24 V 、 ] A ) 

(方カニカル U レー出力、本体とは電気的に絶縁） 

映像出力端子 VIDEO OUT ( BNC 型） 1.0 Vp - p 、7 日0不平衡、同 
期負極性 

CF 力ードス□ット 

Type I 対応 

マイク入力 S ニジャック（モノラル） 

プラグインパワー方式対応(基準電圧2.日 VDC ) 

推奨負荷インピーダンス 2.2 kn 

ライン出カ ミニジャック（モノラル)、最大出カレベル：1 Vrms 


レンズ(標準装備） 

焦点距離 2.8 mm 〜10 mm 

最大□径比 F 1.3 

画角 垂直： 73.が〜20 .8° 、水平： 100.8° — 27.7° 

最至近撮影距離300 mm 


カメラ 

信号方式 NTSC カラー方■式 

撮像素テ SNC - DF 85 N :1/3型インターフイン転送ち式 

CCD 

SNC - DF 80 N :1/3型インターライン転送ち式 
(SuperExwave ™)CCD 
総画素数：約41万画素 
有効画素数：約38万画素 
同期方式 内部同期 

水平解像度 SNC - DF 8 日 N : 480 TV 本(アナ□グビデオ） 

SNC - DF 80 N :己40 TV 本（アナ□グビデオ） 
映像 S/N 50 dBl ； •(上 (AGC OFF ) 

最低被写体照度 

SNC - DF 8 日 N : 

カラー： 0.7 lx (AGC ON 、 F 1.3、50 IRE ) 
白黒：日.1日 lx (AGC ON 、 F 1.3、50 IRE ) 
SNC - DF 80 N : 

カラー； 0.6 lx(AGC ON 、 F 1.3、 己日 IRE ) 
白黒： 0.06 lx (AGC ON 、 F 1.3、 日日 IRE ) 
AGC ON/OFF 

シャッタースピード 

Manual 

1/60 秒〜 1/10000 秒 
ホワイトバランス 

ATW 

ATW-PRO 

Dual WB ( SNC - DF 85 N ) 


圧縮方式 

映儘圧縮ち式 JPEG / MPEG 4/ H .264 

音亩圧縮ち式 G . 71 1/0,726(40.32.24. 16 kbps ) 

映像出カサイズ 640 X 480 ( VGA ).320 X 240 ( QVGA ). 160 X 120 
( QQVGA ) 

最大フレームレート 

30 fps 

Web ブラウヴ Internet Explorer 目.0し如を 
対応 OS : 

SNC - DF 8 己 N 

Microsoft Windows XP、Windows Vista 
SNC - DF 8 日 N 

Microsoft Windows 20 日 0 、Windows XP 、 
Windows Vista 
コンピューター環境 

CPU : Pentium 4、1 .己 GHz 处上 （Pentium 4 . 2.4 
GHz 上推奨） 

RAM : 256 MB 政上 
表示サイズ：1024 X 768画素 
最大 ユーヴー アクセス数 

20ユーヴ ー 

ネットワークセキュ U テイ 

パスワード(基本認証） 

IP フイルタリング 
ホーム ぺージのカスタマイズ 

内蔵フラッシュメモ U - または CF 方モリーカード内の 
ホームぺージを立ち上げ可能 

その他の機能動体/不動体検知機能、画像切0出し機能、時計内蔵 
など 


ネットワーク 

yo トコル TCP / IP 、 ARP 、 ICMP 、 HTTP、FTP (ヴーバ_/ク 

ライアント）、 SMTP (クライアント）、 DHCP (クライ 
アント）、 DNS (クライアント）、 NTP (クライアン 
卜 ）、 SNMP ( Ml 巨- 2)、 RTP/RTCP 


I / O ケーブルの各ワイヤーは、次のよラに配線してください。 

センサー入力への配線図 

方カニカルスイツチ/オープンコレクター出力装置 

力^ラ内部 が部 

3.3 V 


2.35 kO 


メカニカル 

スイッチ 


赤 

(センサー入力 +) 
( GND ) 

アース 



オープンコレク 
ター出力装置 


アラーム出力への配線図 


力^ラ内部 
黒または茶 
(アラーム出力 


磁気リレー 
AC 24 V/DC 
24 V 
1 A 政下 


力が 


黄または緑 
(アラーム出力一） 



側面の接続口か5の配線 




電源ケーブル 


AC 24 V または 
DC 12 V 電源 
装置へ 


市販のネットワーク 
ケーブル（ストレート） 


10巨 ASE - T / 
100 BASE-TX 


ルーター または 
八ブ 



3 /4 インチ接続口 



0177.5 



単 也： mm 


カメラの撮影方向をミ夫めてか5、付属のテンプレートを使って配線巧の巧（ゆ 
己8 mm 〜72 mm ) をあけ、ブラケット取り付け用巧 (4 か所)の位置を決めま 
す。（因） 

壁に取り付けるとをは 

雨などを防ぐため、壁などに縦に取り付けるとさは、側面の接続□び真下に 
来るように取り付けてください。 （白） 

取り付けネジについて 

付属のブラケットにはゆ4.日 mm の巧び8か所あいています。このラち、4か 
所の巧を使ってブラケットを天井や壁にネジ止めします。ブラケットを設置 
する場所や材劃こより、使用するネジ類び異なります。（ネジは付属していま 
せん。） 

鋼材の場合： M 4 ネジとナットで固定してください。 

木材の場合： タッピンネジ(呼び径 4) で固定してください。板厚は15 mm 
政上必要です。 

コンクリート壁の場合： ドライビット、またはプラグボルトで固定してく 
ださい。 

ジャンクションボックスの場合： ジャンクションボックスのネジ巧に合っ 
たネジで固定してください。 

設置する場所や材質により、適切な取り付けネジを使用してください。適切 
な取り付けネジを使用しないと落下して大けがの原因となります。 




1 ドームケースをはずず。 

付属のレンチでドームケース固定ネジ (3 本)をゆるめ、ドームケース 
をはずして < ださい。 

2スリット カバーを 取りはずず。 

スリットカバーを外側に広げるようにして取りはずしてください。 

(百） 

3 ケープルの引き出し口を確認ずる。 

出荷時は底面の接続□か5各種ケーブルび接続されています。側面の 
接続口から引き出したい場含は政下の手順に従ってください。 

® 側面の接続□カバーをはずす。 

@各種ケーブルをコネクターからはずし、底面の接続□からケーブル 
を取り出す。 

⑤各種ケーブルを側面の接続□より差し込み、はずしたコネクターに 
接続する。 

® はずした接続□カバーを底面の接続□に取0付ける。 

-底面の接続□が巧れていると、接続□カバーびラま<取り付け b れず、 

力;>(ラ本体に雨などが入り、故障の原因になります。柔らかい巧などで 
ミちれを拭き取り、しっかりと締めて取り付けてください。 

•雨などを防ぐため、パイプやカバーを取り付けたあとに、シ U コンシー 
ラントなどで密閉して<ださい。 

-カメラ本体の内部び傷つかないよラに、パイプやカバーはネジ部分び12 
mm 政下のものを使ってください。（囚） 

4 ケーブルを接続ずる。 

接続口からネットワークケーブルを通し、 LAN ポートに接続します。 
付属のオーディオケーブルや I / O ケーブルを使用する場合は、接続口か 
5ケーブルを通し、適切な端テに接続します。オーディオケーブルは 
M に/ SP 端テに、 I / O ケーブルは EXT CTRL 端テに接続してください。 
接続後、ケーブル留めで固定します。 

配線のしかたは図 U をご賣<ださい。 

5 付属のプラケットを天井や壁に取り付ける。 （田） 

使巧するネジについては、 r 取0付けネジについて」をご賣ください。 

6天井や壁に設置ずる場合は、付属のワイヤー□ープをカメラと天井、 
または壁に取り付ける。 （ n) 

® 力^ラ底面にある2か所のワイヤー□ープ取り付け巧のどち5か 
に、付属の段付さネジでワイヤー□ープを固定する。 

@ワイヤー□ープを天井または壁に取0付ける。 

7 付属の本体取り付けネジ (4 本)でブラケットにカメラ本体を取り付け 

る。 （ D) 

力^ラ本体を回して、カメラ底面の突起びシ ー U ングブラケットの位 
置ミ夫め巧にカチッとはまるよラにします。突起は9がごとに4か所あ 
りますので、力方ラの向さを4方向に設定でさます。 

/ K 警告 

-天井などの高所に設置する場含は、専門の工事業者に依頼してください。 

-高所への設置は、設置部および使用する取り付け部材(付属品を除く）び 
20 kg し心上の重量に充分耐え b れる強度があることをお確かめの上、確実 
に取り付けてください。充分な強度びないと落下して大けがの原因となり 
か9 0 

- 落下事故防止のため、付属のワイヤー□ープはおず取り付けてください。 

-高所へ設置した場合は、1年に一度は取り付けびゆるんでいないことを点 
検してください。また、使用状況に応じて点検の間隔を短くしてくださ 
し、。 

天井や壁に取り付けネジを使えない、またはカメラ本体を目立たせた<ない 
場合は天井埋め込み金具 YT - に B 4 日(別売り）をご使用ください。 

撮影方向と撮影節囲の調整 田 

1 力^ラへッド固定ネジをゆるめる。 

2 力^ラを調整して撮影したい方向にレンズを向ける。 

3 力^ラヘッド固定ネジを締めて力方ラを固定する。 

4 レンズ U ング固定ネジをゆるめる。 

5 ズーム U ングを回して画角を決める。 

6 フォーカスリングを回してピントを合わせる。 

7 レンズ U ング固定ネジを締めて、ズームとフォーカスを固定する。 

8 希望の撮影範囲とフォーカスがミ夫まるまで、手順1〜7を繰り返す。 

-力;ラヘッド固定ネジをゆるめずに力;ラヘッドの向きを調整すると、内部 
の金属部品げ変形することがあります。 

-カメラへッドの動きが重く調藝しにくい場合は、スムーズに動くまでカメラ 
へッド固定ネジをゆるめてください。 

-力;ラヘッド押えの切り欠き部にレンズび入っていないと、力^ラヘッドの 
可変範囲が制限されます。 

-レンズを 3 目が政上回転させないでください。内部の配線が破断される恐れ 
があ0ます。 

-レンズ U ング固定ネジのネジ巧は、 120° 間隔で 3 か所あります。カメラへッ 
ドの向きによってレンズ U ング固定ネジが調整に支障をきたす場合は、いっ 
たん取りはずして他のネジ巧に付け誓えて調整して<ださい。 

-角度調藝をする場含は、カメラへッド部に刻印されている TOP を天井側に設 
定してください。 TOP の刻印を床側に設定すると、映像び逆さまになりま 
す。 

ドームケースを取り付ける □ 

1 スリットカバーを取0付ける。 

-ス U ットカバーは、力;><ラマウントからかし浮いたところが正しい取り 
付け位置です。無理に押し込まないでください。 

-レンズ U ング固定ネジが邪魔になってス U ットカバーが取り付けられな 
い場合は、レンズ U ング固定ネジを別のネジ巧に取り付けて<ださい。 
レンズリング固定ネジ用のネジ巧は同む円上に 3 か所あります。 

2 ドームケースとカメラ本体を固定する。 

ドームケースのネジ巧と力^ラ本体のネジ巧を合わせ (3 か所)、付属の 
レンチでドームケース固定ネジ (3 本)をしっかり締めます。 


ネットワークへの接続 D 

市販のネットワークケーブル（ストレートケーブル）を使って、本機の LAN 
ポートとネットワークのルーターまたは八ブを接続します。 

ネットワークケーブルは図のよラに配線し、ケーブル留めで固定します。 

コンピューターへ接続ずるには 

市販のネットワークケーブル(ク□スケーブル)を使って、本機の LAN ポート 
とコンピューターのネットワークコネクターを接続します。 


電源の接続 

本機は、次の3通0の方まで電源を接続でさます。 

•DC 12 V 
•AC 24 V 

• IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置 ( PoEA ち式） 

* PoE ： Power over Ethernet の略です。 

電源入力端テと LAN ポートの両ちから電源が供給された場合、 LAN ポートから 
の電源が優先されます。 

DC 12 V または AC 24 V 電源への接続 

本機の AC 24 V / DC 12 V ケーブルを AC 24 V または DC 12 V の電源供給装 
置へ接続します。 

• DC 12 V または AC 24 V は、 AC 100 V に対して絶縁された電源を使用し 
てください。それぞれの電源の使巧電圧範囲は次の通りです。 

DC 12 V :1日. 8 V 〜 13.2 V 
AC 24 V : 21.6 V 〜 26.4 V 

• DC 12 V または AC 24 V の配線には、 UL ケーブル ( VW -1 style 1007) 

を使用して < ださし、。 

IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置への接続 

IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置は LAN ポートを通して電源をイ共給しま 
す。詳しくは電源供給装置の取扱説明書をご賣<ださい。 



カメラの取り付け位置を決める 







-配線用の巧 

0己8〜72 

\ 

指標(水平) 

[ 

J 

-ブラケット 

/ 取り付け用巧 

指標(垂直） 












I / O ケーブルの接続 


カメラを取り付ける 


をな仕様 


定期交換部品について 

本機で使巧されている部品の中には有寿命部品として定期交換び必要 
なちの(電解コンデンサーなど）びあ0ます。 

使用環境や条件によ0部品の寿命は異なりますので、長期間ご使用さ 
れる場合は定期点検をお勧めします。 

♦詳しくはお買い上げ店にお問い合わせください。 









































